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は
じ
め
に

仏
像
の
内
部
空
間
に
別
の
小
仏
像
を
納
入
す
る
と
い
え
ば
、
特
殊
な
霊
性
を
も

つ
古
像
の
た
め
に
入
れ
物
と
な
る
新
像
（
鞘
仏
）
を
用
意
し
た
例
が
ま
ず
想
起
さ

れ
る
。
だ
が
、
納
入
さ
れ
る
仏
像
（
胎
内
仏
）
に
は
新
造
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す

る 1

。
筆
者
は
か
つ
て
古
像
の
納
入
に
つ
い
て
、
胎
内
仏
に
と
っ
て
は
鞘
仏
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

新
造
さ
れ
た
小
仏
像
の
像
内
納
入
に
つ
い
て

佐
々
木
　
守
　
俊

要
旨

　
仏
像
の
内
部
空
間
に
特
殊
な
霊
性
を
も
つ
古
像
が
納
入
さ
れ
る
例
は
多
い
。
だ
が
、
納
入
さ
れ
る
仏
像
（
胎
内
仏
）
に
は
新
造
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
。

本
稿
の
目
的
は
新
規
に
造
立
さ
れ
た
仏
像
を
他
の
像
に
納
入
す
る
こ
と
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
吉
祥
寺
吉
祥
天
立
像
と
歓
喜
寺
地
蔵
菩
薩
坐
像
は
新
像
を
古
像
に
納
入
す
る
例
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
小
像
の
保
護
の
意
味
で
既
存
の
古
像
を
利
用
し
た

可
能
性
が
あ
り
う
る
。
た
だ
し
、
清
水
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
内
外
の
像
を
同
時
に
造
立
し
た
こ
と
、
主
体
は
内
部
の
金
銅
製
小
像
で
は
な
く
外
側
の
木
像

で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
同
様
の
例
に
『
玉
蘂
』
に
記
さ
れ
る
、
尊
性
法
親
王
が
九
条
兼
実
に
造
ら
せ
た
金
像
が
あ
る
。『
文
殊
涅
槃
経
』
の
記
載
を
参

考
に
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
例
は
像
内
の
小
像
を
真
正
な
も
の
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
真
正
な
も
の
の
納
入
と
い
う
行
為
を
も
っ
と
も
よ

く
象
徴
す
る
の
が
、
西
大
寺
大
黒
天
立
像
な
ど
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
像
で
は
、
ほ
と
け
の
魂
と
さ
れ
る
心
月
輪
と
し
て
小
仏
像
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。

　
い
っ
ぽ
う
、
伝
香
寺
地
蔵
菩
薩
立
像
な
ど
の
よ
う
に
、
小
像
の
納
入
の
目
的
が
真
正
な
も
の
の
設
置
と
は
即
断
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら

の
ケ
ー
ス
に
は
、
内
外
の
像
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
あ
る
特
別
な
意
味
を
表
現
す
る
意
図
が
見
い
だ
せ
る
。
ま
た
、『
法
華
山
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
慶
政

は
大
日
如
来
像
と
小
像
九
体
を
同
じ
材
か
ら
造
立
し
、
小
像
を
大
日
如
来
像
に
納
入
し
て
い
る
。
こ
の
例
で
は
、
大
日
と
胎
内
仏
の
く
み
あ
わ
せ
に
は
特
定

の
意
味
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
本
体
と
胎
内
仏
の
い
ず
れ
が
真
正
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
は
無
意
味
で
あ
る
。

　
ま
た
、
仏
像
の
内
部
に
同
じ
種
類
の
小
像
を
大
量
に
納
入
す
る
ケ
ー
ス
の
う
ち
、
寂
光
院
地
蔵
菩
薩
立
像
な
ど
の
「
千
体
地
蔵
」
は
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』

を
典
拠
と
し
て
、
世
界
に
遍
満
し
た
地
蔵
菩
薩
の
分
身
が
集
結
し
て
一
体
に
戻
る
場
面
を
造
形
化
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
仏
像
が
同
時
に
造
立
さ
れ
た
小
像
を
内
包
す
る
こ
と
は
、
当
初
か
ら
「
内
部
に
も
う
一
つ
の
像
を
も
つ
像
」
と
し
て
企
図
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
二

重
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
じ
た
い
が
、
像
の
霊
性
を
保
証
す
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
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保
護
で
あ
る
が
、
外
側
の
像
か
ら
す
れ
ば
古
像
の
霊
性
を
継
承
す
る
意
味
合
い
が

あ
り
、
胎
内
仏
に
た
い
し
て
副
次
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
鞘
仏
」

と
の
呼
称
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
例
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た 2

。
胎
内
仏
の
霊
性
を

保
証
す
る
属
性
と
し
て
は
材
料
の
価
値
と
と
も
に
来
歴
の
特
殊
性
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
造
立
と
と
も
に
納
入
品
と
さ
れ
た
像
の
ば
あ
い
、
来
歴
が
価
値
を
も
つ
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。
新
像
の
納
入
に
は
そ
れ
特
有
の
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ

う
。本

稿
で
は
新
像
を
納
入
す
る
諸
像
に
注
目
し
、
内
外
二
重
構
造
が
採
用
さ
れ
た

理
由
を
考
察
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
一
部
の
作
例
で
は
二
重
構
造
を
な
す
こ
と
以

上
に
、
内
外
の
像
が
総
体
で
特
別
な
構
成
を
な
す
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

一
、
古
像
へ
の
新
像
の
納
入

多
武
峯
談
山
神
社
の
藤
原
鎌
足
（
大
織
冠
）
像
は
、
新
像
の
内
部
に
根
本
像
が

納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）、新
像
（
等

身
御
影
、
上
御
影
）
か
ら
と
り
出
さ
れ
て
い
た
根
本
像
（
三
尺
御
影
、
中
御
影
）

が
焼
失
し
た
。
近
衛
家
実
（
一
一
七
九
～
一
二
四
二
）
の
日
記
『
猪
隈
関
白
記
』

同
年
閏
四
月
十
九
日
条
に
は
、
焼
失
し
た
三
尺
御
影
を
新
造
す
る
か
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
、
公
卿
た
ち
が
意
見
を
か
わ
し
た
さ
ま
が
詳
述
さ
れ
て
い
る 3

。
公
卿
の

大
方
は
新
造
は
不
要
と
考
え
た
が
、
と
く
に
藤
原
長
兼
（
生
没
年
不
詳
）
の
三
尺

御
影
を
新
造
し
て
既
存
の
等
身
御
影
に
納
入
し
て
は
前
後
が
逆
転
し
て
し
ま
う
、

と
の
意
見
【
史
料
1
】
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
納
入
さ
れ
る
像
は
由
緒
あ
る

古
像
で
あ
る
べ
き
、
と
の
認
識
が
よ
み
と
れ
る
が
、
否
決
さ
れ
た
と
は
い
え
、
納

入
品
で
あ
る
三
尺
御
影
を
新
造
す
る
可
能
性
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
み
の
が
せ
な

い
。滋

賀
・
吉
祥
寺
（
井
上
自
治
会
）
吉
祥
天
立
像
は
十
一
世
紀
の
作
と
み
な
さ
れ

て
い
る
が
、
像
内
に
は
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
の
造
像
銘
【
史
料
2 

a
】
を
も

つ
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
が
納
入
さ
れ
て
い
る 4

。
如
意
輪
像
は
素
地
仕
上
げ
の
代

用
檀
像
で
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
の
奈
良
・
広
瀬
区
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

の
よ
う
な
古
い
檀
像
（
ま
た
は
代
用
檀
像
）
を
納
入
品
と
す
る
作
例
と
の
類
似
を

思
わ
せ
る
が
、
納
入
品
の
ほ
う
が
新
し
い
点
で
異
な
る
。
新
し
い
鞘
仏
に
よ
っ
て

古
い
霊
像
を
保
護
す
る
、
ま
た
は
納
入
さ
れ
た
古
像
の
霊
性
を
新
像
に
継
承
さ
せ

る
と
い
う
、
二
重
構
造
を
な
す
仏
像
の
多
く
に
想
定
さ
れ
る
納
入
意
図
が
、
吉
祥

寺
像
に
は
み
い
だ
せ
な
い
の
で
あ
る
。

吉
祥
寺
像
の
像
内
に
は
如
意
輪
像
を
安
置
す
る
た
め
の
棚
板
が
し
つ
ら
え
ら

れ
、
嘉
元
四
年
（
一
三
〇
六
）
の
年
紀
、
如
意
輪
像
の
造
像
銘
に
も
あ
ら
わ
れ
る

「
琳
賢
」
の
名
、
そ
し
て
「
本
尊
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
」
の
呼
称
が
墨
書
さ
れ
る

【
史
料
2 
c
】。「
本
尊
」
と
の
呼
称
は
、如
意
輪
像
の
台
座
框
裏
に
も
「
嘉
元
□
年
」

に
「
入
置
タ
テ
マ
ツ
ル
」
旨
や
「
琳
賢
」
の
名
と
と
も
に
明
記
さ
れ
て
お
り
【
史
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料
2 
b
】、如
意
輪
像
が
「
本
尊
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
は
寺
院
や
堂
宇
の
本
尊
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
吉
祥
天
に
た
い
し
て
の
観

音
の
位
置
づ
け
を
あ
ら
わ
し
た
呼
称
と
考
え
ら
れ
る
。
時
代
は
下
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
如
意
輪
像
は
吉
祥
天
の
本
地
仏
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と 5

、
代
用
檀
像
で
あ

る
こ
と
を
根
拠
に
「
本
尊
」
と
し
て
遇
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
吉
祥
天
像
は
如
意
輪

像
を
納
入
す
る
こ
と
で
、
よ
り
高
次
の
尊
格
で
あ
る
本
地
仏
の
霊
性
を
も
獲
得
し

た
と
の
み
か
た
が
い
ち
お
う
可
能
だ
ろ
う
。

和
歌
山
・
歓
喜
寺
地
蔵
菩
薩
坐
像
は
、
九
世
紀
末
～
十
世
紀
前
半
こ
ろ
の
造
立

で
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
別
に
厨
子
入
り
の
地
蔵
菩
薩
の
小
坐
像

が
存
在
す
る
。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
奥
書
を
も
つ
「
歓
喜
寺
什
宝
由
緒
書

写
」
に
は
、
こ
の
「
小
像
」
は
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
「
大
地
蔵
胎
内
」
か

ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
重
文
像
に
納
入
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
判
明
す
る 6

。
内
外
の
像
は
同
一
尊
な
の
で
本
迹
関
係
は
あ
り
え
ず
、「
小

像
」
は
彩
色
像
な
の
で
、
吉
祥
寺
の
如
意
輪
像
の
よ
う
に
檀
像
と
し
て
の
霊
性
が

期
待
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
だ
が
、
像
高
三
・
三
セ
ン
チ
、
総
高
一
一
・
八
セ
ン

チ
と
い
う
極
小
の
像
で
あ
り
な
が
ら
、
光
背
・
台
座
を
ふ
く
め
て
細
緻
に
表
現
さ

れ
た
像
容
と
入
念
な
彩
色
は
、「
小
像
」
が
特
別
な
信
仰
の
も
と
に
造
ら
れ
た
経

緯
を
想
像
さ
せ
る
。

し
か
し
、
吉
祥
寺
像
お
よ
び
歓
喜
寺
像
の
胎
内
仏
は
、
古
像
に
霊
性
を
付
与
す

る
た
め
に
造
立
さ
れ
た
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
吉
祥
寺
像
の
ば
あ
い
、
如
意
輪
像

の
造
立
か
ら
吉
祥
天
像
へ
の
納
入
ま
で
に
十
五
年
も
経
過
し
て
お
り
、
は
じ
め
か

ら
納
入
を
前
提
と
し
て
造
立
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
内
外
の
像
は
ほ
ん
ら
い

無
関
係
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
古
像
の
納
入
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
如
意
輪
像
を
保

護
す
る
目
的
で
吉
祥
天
像
に
納
入
し
た
可
能
性
も
あ
り
え
る
。

歓
喜
寺
の
胎
内
仏
に
つ
い
て
、
大
河
内
智
之
氏
は
一
二
二
〇
～
三
〇
年
代
に
念

持
仏
と
し
て
造
立
さ
れ
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
の
寺
創
建
に
あ
た
っ
て
重
文

像
に
納
入
さ
れ
た
と
の
経
緯
を
想
定
し
て
い
る 7

。
造
立
か
ら
納
入
ま
で
に
か
な
り

の
時
間
が
経
過
し
て
い
る
な
ら
ば
、
吉
祥
寺
像
の
ば
あ
い
と
お
な
じ
く
、
納
入
の

目
的
は
一
概
に
い
え
な
い
こ
と
と
な
る
。
既
存
の
像
を
新
像
に
納
入
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
造
立
年
代
の
古
さ
や
伝
来
、
材
料
の
特
殊
性
が
説
得
力
に
つ
な
が
っ

て
い
た 8

。
す
る
と
、
納
入
に
足
る
属
性
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
胎
内
仏
は
新
像
で

あ
っ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
造
立
の
段
階
で
納
入
が
前
提
と

さ
れ
て
い
た
か
否
か
は
、
文
字
情
報
が
な
い
か
ぎ
り
断
定
し
に
く
い
の
で
あ
る
。

古
像
の
納
入
で
も
、
既
存
の
像
を
鞘
仏
と
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
う
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
中
国
唐
代
の
史
料
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。

道
宣
（
五
九
六
～
六
六
七
）
の
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
に
は
、
長
安
の
日
厳
寺

に
ま
つ
ら
れ
た
「
石
影
像
」
に
か
ん
す
る
条
が
あ
る
。
石
影
像
は
「
八
楞
紫
石
英

色
、
高
八
寸
、
径
五
寸
」
で
、
梁
の
太
清
年
中
（
五
四
七
～
五
四
九
）
に
西
域
の

僧
が
「
将
来
」（
請
来
）
し
た
が
、
侯
景
の
乱
（
五
四
八
～
五
五
二
）
に
さ
い
し

て
「
廬
山
西
林
寺
像
の
頂
上
に
安
ん
」
ぜ
ら
れ
た
。
の
ち
に
隋
の
煬
帝
（
五
六
九
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～
六
一
八
）
が
こ
れ
を
石
厳
寺
に
安
置
し
た
【
史
料
3
】 9

。
西
林
寺
像
へ
の
安
置

に
か
ん
し
て
は
、
保
護
の
意
志
を
認
め
る
解
釈10

と
疑
問
視
す
る
解
釈
が
あ
る11

。
西

林
寺
像
が
現
存
し
な
い
以
上
、
石
影
像
の
安
置
状
況
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い

が
、
そ
の
移
動
が
侯
景
の
乱
を
契
機
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
護
の
意
志
を
認

め
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

石
影
像
の
例
は
通
常
の
像
内
納
入
と
は
か
な
り
形
態
が
異
な
る
が
、
小
像
を
別

の
像
で
保
護
す
る
点
で
は
共
通
す
る
。
日
本
と
異
な
り
、
中
国
で
は
小
仏
像
の
像

内
納
入
の
事
例
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い12

。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
本
条
は

隋
～
唐
代
に
お
け
る
霊
像
へ
の
ま
な
ざ
し
と
そ
の
保
護
の
た
め
の
他
像
の
利
用
を

も
の
が
た
る
史
料
と
し
て
、
像
内
納
入
品
研
究
の
う
え
で
重
要
性
が
高
い
。

西
林
寺
像
が
石
影
像
の
た
め
に
新
造
さ
れ
た
可
能
性
は
皆
無
で
は
な
い
も
の

の
、
文
脈
か
ら
は
非
常
事
態
に
さ
い
し
て
石
影
像
を
受
け
入
れ
た
、
ほ
ん
ら
い
無

関
係
の
既
存
の
像
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
別
々
に
存
在
し
て
い
た
二
つ
の
像

が
く
み
あ
わ
さ
れ
、
二
重
構
造
を
な
す
ケ
ー
ス
は
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
外
側
の
像
の
ほ
う
が
古
く
て
も
、
内
部
の
新
像
は
か
な
ら
ず
し
も

納
入
を
前
提
に
造
立
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

二
、
内
外
の
像
の
同
時
造
立

と
こ
ろ
が
、
外
側
の
像
と
同
時
に
小
像
が
納
入
を
前
提
に
造
立
さ
れ
た
こ
と
が

確
実
な
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
京
都
市
北
区
・
清
水
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、
納

入
品
の
造
像
願
文
【
史
料
4
】
に
嘉
禎
元
年
、
法
華
経
の
奥
書
に
文
暦
二
年
（
い

ず
れ
も
西
暦
一
二
三
五
年
）
の
年
紀
が
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
の
造
立
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
外
側
の
木
像
（
図
1
）
は
像
高
七
九
・
〇
セ
ン
チ
で
、
像
内
に
は
像
高
四
・

六
セ
ン
チ
の
銅
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
図
2
）
を
納
入
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
両

手
の
第
一
・
二
指
を
捻
ず
る13

。
造
像
願
文
に
は
「
奉
造
立
阿
弥
陀
仏
像
一
体
三
尺

奉

鋳
顕
金
銅
阿
弥
陀
仏
一
体
御
身
ニ

奉
籠
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
内
外
の
二
像
が
同

図 2　阿弥陀如来立像（胎内仏）
　	 清水寺蔵

図 1　阿弥陀如来立像
　	 清水寺蔵

時
に
造
立
さ
れ

た
こ
と
、
木
像

の
供
養
時
に
は

「
金
銅
阿
弥
陀

仏
」
が
「
御
身
」

に
「
奉
籠
」
さ

れ
た
こ
と
は
疑

い
な
い
。

内
外
の
像
の

造
立
が
同
時
で

あ
っ
て
も
、
小

像
を
よ
り
貴
重

な
も
の
と
み
な
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し
、保
護
の
た
め
の
鞘
仏
を
用
意
し
た
と
の
想
定
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、

清
水
寺
像
の
造
像
願
文
は
ま
ず
木
像
を
話
題
に
し
、
つ
ぎ
に
胎
内
仏
の
「
鋳
顕
」

に
触
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
の
は
木
像
と
み
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
胎
内
仏
が
金
銅
製
で
あ
る
点
は
、
外
側
の
木
像
に
た
い
し
て
材
質
の
面
で

特
殊
性
を
主
張
す
る
仕
様
と
理
解
さ
れ
る
。
本
像
の
ば
あ
い
、
当
初
か
ら
「
内
部

に
も
う
一
つ
の
像
を
も
つ
像
」
の
造
立
を
意
識
し
つ
つ
、
内
部
の
像
に
特
別
な
意

味
を
籠
め
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

九
条
道
家
（
一
一
九
三
～
一
二
五
二
）
の
日
記
『
玉
蘂
』
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）

二
月
七
日
条
【
史
料
5
】
に
記
載
さ
れ
る
不
動
明
王
像
は
、
清
水
寺
像
と
類
似
し

た
造
立
事
情
が
推
察
さ
れ
る
。
道
家
は
尊
性
法
親
王
（
一
一
九
四
～
一
二
三
九
）

建
立
の
「
御
祈
願
堂
」
の
「
本
尊
不
動
」
に
「
奉
籠
」
す
る
た
め
に
、「
金
御
仏
」

を
「
鋳
奉
」
っ
た
と
い
う
。
奥
健
夫
氏
は
納
入
の
た
め
の
小
像
が
新
造
さ
れ
た
例

と
し
て
こ
の
記
述
を
挙
げ
、
納
入
の
根
拠
と
し
て
金
製
の
よ
う
な
本
体
に
な
い
価

値
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
を
説
い
て
い
る14

。
特
別
な
由
緒
を
も
た
な
い
新
像
を
納

入
品
と
す
る
二
重
構
造
の
像
が
、
尊
性
や
道
家
の
よ
う
な
貴
顕
の
周
辺
で
受
容
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
本
史
料
は
も
の
が
た
る
。

「
金
御
仏
」
の
納
入
か
ら
は
、
聶
道
真
（
生
没
年
不
詳
）
訳
『
仏
説
文
殊
師
利

般
涅
槃
経
』（
以
下
『
文
殊
涅
槃
経
』）
に
み
え
る
「
真
金
像
」
に
か
ん
す
る
記
述

が
想
起
さ
れ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
も
こ
の
「
真
金
像
」
に
つ
い
て
言
及
し
て

き
た
が15

、
小
像
、
と
く
に
新
像
の
像
内
納
入
と
深
く
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
た
め
、

こ
の
場
で
再
論
し
た
い
。『
文
殊
涅
槃
経
』
は
「
正
長
丈
六
」
の
文
殊
像
の
「
身

内
心
処
」、
す
な
わ
ち
胸
部
の
内
奥
に
「
正
長
六
尺
」
の
「
真
金
像
」
が
存
在
す

る
と
説
く16

。
道
家
が
鋳
造
し
た
「
金
御
仏
」
の
尊
格
は
不
動
明
王
と
考
え
る
の
が

自
然
だ
が
、
こ
の
「
真
金
像
」
と
通
じ
る
性
格
が
想
定
さ
れ
る
。
金
像
の
納
入
は

特
殊
な
事
例
と
い
え
る
が
、
銀
像
や
銅
像
も
ふ
く
め
れ
ば
、
金
属
製
の
胎
内
仏
は

史
料
上
の
記
載
も
ふ
く
め
て
か
な
り
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
真
金
像
」
に

匹
敵
す
る
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
文
殊
涅
槃
経
』
に
も
と
づ
け

ば
、
重
要
な
の
は
胎
内
仏
の
由
緒
や
古
さ
よ
り
も
材
質
で
あ
り
、
新
像
で
あ
っ
て

も
か
ま
わ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、「
真
」
な
る
も
の
を
内
包
す
る
二

重
構
造
そ
の
も
の
が
重
視
さ
れ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。

『
玉
蘂
』
と
『
文
殊
涅
槃
経
』
の
記
載
は
、
清
水
寺
の
内
外
の
阿
弥
陀
像
の
同

時
造
立
が
け
っ
し
て
例
外
で
な
く
、
ほ
か
に
も
同
様
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
う
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
ま
ず
は
後
鳥
羽
上
皇
（
一
一
八
〇
～
一
二
三
九
）
御
願

の
院
最
勝
講
の
本
尊
と
さ
れ
た
四
天
王
像17

に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。
葉
室
定

嗣
（
一
二
〇
八
～
一
二
七
二
）
の
日
記
『
葉
黄
記
』
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
四

月
二
十
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
後
嵯
峨
上
皇
（
一
二
二
〇
～
一
二
七
二
）
の
院
最
勝

講
再
興
に
あ
た
り
、
後
鳥
羽
が
元
久
三
年
（
一
二
〇
六
）
に
供
養
し
た
四
天
王
像

（
焼
失
）
の
例
に
の
っ
と
っ
て
本
尊
像
を
新
造
す
る
こ
と
に
な
り
、
仏
師
は
湛
慶

（
一
一
七
三
～
一
二
五
六
）
が
起
用
さ
れ
た
。
像
の
高
さ
を
九
寸
と
す
る
こ
と
や

安
置
形
態
な
ど
は
み
な
「
元
久
例
」
を
踏
襲
し
た
が
、「
御
胸
」
の
中
に
「
高
さ
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一
寸
」
の
「
金
の
四
天
」
像
を
籠
め
る
こ
と
は
省
略
さ
れ
た
と
い
う
【
史
料
6
】。

後
鳥
羽
御
願
像
の
胸
部
に
納
入
さ
れ
て
い
た
と
い
う
金
製
の
四
天
王
の
小
像
が
新

像
だ
っ
た
の
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
古
い
霊
像
を
納
入
し
た

と
の
記
述
は
な
い
。
も
し
後
嵯
峨
御
願
像
が
金
の
小
像
を
納
入
す
る
点
で
も
「
元

久
例
」
に
な
ら
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
納
入
像
は
本
体
と
と
も
に
新
造
さ
れ
て
い
た

だ
ろ
う
。

『
文
殊
涅
槃
経
』
と
の
関
連
か
ら
す
れ
ば
、
内
外
と
も
に
文
殊
菩
薩
像
と
い
う

作
例
は
注
目
に
値
す
る
。
正
安
四
年
（
一
三
〇
二
）
の
奈
良
・
西
大
寺
文
珠
菩
薩

坐
像
の
納
入
品
に
は
文
殊
菩
薩
立
像
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る18

。
文
殊
立
像
は
素
地
仕

上
げ
の
木
像
で
、
檀
像
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
弓
な
り
に
背
筋
を
反
ら
し
た

立
ち
姿
や
、
切
れ
味
の
鋭
い
衣
文
線
は
平
安
時
代
初
期
の
檀
像
を
思
わ
せ
る
が
、

目
尻
の
吊
り
上
が
っ
た
く
せ
の
強
い
表
情
は
鎌
倉
時
代
後
期
風
で
、
他
の
納
入
品

と
同
様
、
文
殊
坐
像
へ
の
納
入
を
前
提
に
造
立
さ
れ
た
と
み
て
お
き
た
い
。

京
都
・
大
智
寺
文
殊
菩
薩
坐
像
は
、
首
枘
内
に
厨
子
入
り
の
文
珠
菩
薩
の
小
坐

像
が
納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
X
線
C 

T
ス
キ
ャ
ン
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
。

像
内
は
納
入
時
の
状
況
が
保
た
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
、
胎
内
仏
は
外
側
の
像
よ

り
造
立
年
代
が
下
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い19

。
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
の
奥
書
を

も
つ
『
橋
柱
寺
縁
起
』
に
は
、
泉
大
橋
の
橋
柱
を
御
衣
木
と
し
て
本
尊
像
を
造

り
、
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
に
橋
柱
寺
（
現
在
の
大
智
寺
）
を
供
養
し
た
と
の

記
述
が
あ
る
。
本
像
は
こ
の
本
尊
像
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
、
作
風
も
鎌
倉
時
代
末

期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
胎
内
仏
は
像
高
二
・
七
セ
ン
チ
の
極
小
像
で
あ
り
な
が

ら
、
各
部
の
比
率
が
と
と
の
っ
た
体
躯
、
肘
と
膝
を
大
き
く
張
っ
た
堂
々
た
る
姿

勢
は
、
鎌
倉
時
代
の
作
で
あ
る
こ
と
を
も
の
が
た
る
。
造
立
年
代
の
絞
り
込
み
は

む
ず
か
し
い
が
、
外
側
の
像
と
同
時
で
あ
る
可
能
性
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
考
え
ら
れ

る
。文

殊
以
外
の
作
例
で
は
、
滋
賀
・
延
暦
寺
護
法
童
子
立
像
の
頭
部
か
ら
銅
造
不

動
明
王
立
像
が
発
見
さ
れ
て
い
る20

。
内
外
の
像
は
と
も
に
十
四
世
紀
の
作
風
を
し

め
し
、
同
時
に
造
立
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
十
三
世
紀
後
半
の
奈
良
・

成
福
寺
聖
徳
太
子
立
像
は
X
線
C 

T
ス
キ
ャ
ン
調
査
に
よ
り
、
四
天
王
寺
本
尊
の

救
世
観
音
像
を
か
た
ど
っ
た
と
み
ら
れ
る
木
製
の
小
像
と
鉱
物
質
の
物
品
が
像
内

胸
部
に
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
太
子
の
本
地
仏
で
あ
る
救
世
観
音
が

「
真
」
な
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
内
外
同
時
に
造
立
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、救
世
観
音
像
の
表
面
に
は
彩
色
層
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

山
口
隆
介
氏
は
こ
の
小
像
を
「
檀
像
に
見
立
て
た
由
緒
あ
る
霊
像
の
模
像
」
と
理

解
し
、
こ
れ
と
「
舎
利
に
擬
え
た
品
々
を
納
入
す
る
こ
と
で
、
像
に
生
身
性
を
付

与
す
る
」
意
図
を
指
摘
し
て
い
る21

。

胎
内
仏
の
納
入
の
意
義
が
生
身
性
の
付
与
で
あ
る
な
ら
ば
、
胎
内
仏
は
ど
の
よ

う
な
存
在
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
手
が
か
り
に
な
る
の
は
諸
史
料

に
み
る
胎
内
仏
の
呼
称
で
あ
る
。
丈
六
文
珠
の
胸
部
に
「
真
金
像
」
が
内
包
さ
れ

て
い
る
と
い
う
『
文
殊
涅
槃
経
』
の
経
説
は
、
内
部
の
像
が
真
正
な
も
の
と
の
理
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解
を
し
め
す
。
こ
の
考
え
を
仏
像
に
敷
衍
す
れ
ば
、
像
内
に
秘
匿
さ
れ
て
不
可
視

の
状
態
に
あ
る
真
正
な
存
在
に
た
い
し
、
外
側
の
像
が
実
体
の
あ
る
「
生
身
」
と

理
解
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

吉
祥
寺
如
意
輪
観
音
像
が
嘉
元
四
年
の
納
入
の
時
点
で
「
本
尊
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
よ
う
に
、
胎
内
仏
に
は
「
本
」、
す
な
わ
ち
根
本
的
・
本
質
的
な
も
の
と
の

理
解
も
み
い
だ
さ
れ
る
。
尋
尊
（
一
四
三
〇
～
一
五
〇
八
）
の
『
大
乗
院
寺
社
雑

事
記
』
文
明
十
九
年
（
一
四
八
七
）
八
月
六
日
条
に
は
、
奈
良
・
福
智
院
地
蔵
菩

薩
坐
像
に
か
ん
す
る
言
及
が
あ
る
。
本
像
は
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
に
造
立
の

た
め
の
勧
進
が
は
じ
ま
り
、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
に
完
成
さ
れ
た
こ
と
が
造

像
銘
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
尋
尊
は
「
本
尊
」
の
「
御
腹
内
」
に
「
大
明
神
御
作
」

の
「
本
仏
」
が
納
入
さ
れ
て
い
る
と
記
す
【
史
料
7
】。
福
智
院
に
は
本
像
と
は

別
に
厨
子
入
り
の
地
蔵
菩
薩
の
小
坐
像
が
伝
来
す
る
。
水
野
敬
三
郎
氏
は
こ
れ
を

十
三
世
紀
後
半
の
造
立
と
み
た
う
え
で
、
尋
尊
が
言
及
す
る
「
本
仏
」
に
該
当
す

る
可
能
性
を
指
摘
し
、「
こ
れ
が
腹
内
に
あ
っ
た
可
能
性
も
全
く
は
否
定
で
き
な

い
」
と
の
べ
る22

。
注
目
し
た
い
の
は
、
尋
尊
が
外
側
の
像
を
「
本
尊
」、
内
部
の

像
を
「
本
仏
」
と
区
別
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
本
尊
」
が
寺
の
本

尊
を
意
味
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、「
大
明
神
御
作
」
と
の
権
威
づ
け
を
と
も
な
っ

て
使
用
さ
れ
て
い
る
「
本
仏
」
は
、
よ
り
根
本
的
・
本
質
的
な
ほ
と
け
と
の
理
解

を
し
め
し
て
い
る
。

一
行
（
六
八
三
～
七
二
七
）
記
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
』（『
大
日
経
疏
』）

に
は
、「
本
尊
の
心
上
の
円
明
浄
鏡
」（
心
月
輪
）
の
な
か
に
「
本
尊
」
が
存
在
す

る
さ
ま
の
観
想
法
が
説
か
れ
る23

。
こ
の
記
述
は
、
保
安
元
年
（
一
一
二
〇
）
の
京

都
・
広
隆
寺
聖
徳
太
子
立
像
の
納
入
品
の
よ
う
な
、
尊
像
を
あ
ら
わ
し
た
心
月
輪

の
像
内
納
入
の
根
拠
と
目
さ
れ
る24

が
、胎
内
仏
と
の
関
連
も
み
の
が
せ
な
い
。「
本

尊
」
の
内
部
の
鏡
中
に
「
本
尊
」
が
存
在
す
る
と
の
言
い
回
し
だ
け
か
ら
は
、
内

外
ど
ち
ら
の
「
本
尊
」
が
重
要
か
わ
か
ら
な
い
が
、
続
く
「
即
ち
こ
れ
真
に
仏
を

見
る
な
り
」
と
の
記
述
は
、
鏡
中
の
「
本
尊
」
ま
で
を
観
想
す
る
こ
と
が
「
真
」

の
見
仏
で
あ
る
と
の
考
え
を
し
め
し
て
い
る25

。
内
奥
の
「
本
尊
」
こ
そ
「
真
」
に

近
い
と
の
説
は
、『
文
殊
涅
槃
経
』
の
経
説
、
ま
た
吉
祥
寺
像
や
福
智
院
像
の
胎

内
仏
に
向
け
ら
れ
た
視
線
と
通
じ
る
。
新
像
に
も
か
か
わ
ら
ず
胎
内
仏
と
さ
れ
た

の
は
、「
真
」
な
る
も
の
、「
本
」
な
る
も
の
を
内
在
す
る
ほ
と
け
の
具
現
化
と
い

う
目
的
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

本
節
で
と
り
あ
げ
た
作
例
は
す
べ
て
鎌
倉
時
代
の
も
の
だ
が
、
康
和
五
年

（
一
一
〇
三
）
か
ら
嘉
承
二
年
の
あ
い
だ
の
造
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
和
歌
山
・

金
剛
峯
寺
毘
沙
門
天
立
像
の
像
内
に
は
、
ビ
ャ
ク
ダ
ン
製
と
み
ら
れ
る
毘
沙
門
天

立
像
が
納
入
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
胎
内
仏
は
台
座
框
が
う
し
な
わ
れ
た
状
態
で
発

見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
伝
世
品
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
様
式
的
に
は
内
外

の
像
に
さ
ほ
ど
年
代
差
は
認
め
ら
れ
な
い26

。
こ
れ
も
内
外
二
像
の
同
時
造
立
が
確

実
視
さ
れ
る
、
清
水
寺
像
の
よ
う
な
作
例
に
類
似
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ

う
。
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三
、
心
月
輪
を
兼
ね
る
胎
内
仏

前
節
で
は
『
大
日
経
疏
』
の
記
述
に
ふ
れ
な
が
ら
、
円
明
（
月
輪
）
と
同
一
視

さ
れ
る
鏡
中
の
「
本
尊
」
が
胎
内
仏
に
通
じ
る
性
格
を
も
つ
こ
と
を
考
察
し
た
。

じ
っ
さ
い
に
胎
内
仏
は
と
き
に
心
月
輪
と
一
体
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

代
表
的
な
例
が
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
の
西
大
寺
大
黒
天
立
像
（
図
3
）
で

あ
る
。
本
像
に
は
円
形
の
曲
物
に
お
さ
め
ら
れ
た
銅
造
弁
才
天
懸
仏
（
図
4
）
な

れ
て
お
り
、
素
木
像
で
あ
る
こ
と
は
他
の
胎
内
仏
の
多
く
と
共
通
す
る
。
南
北
朝

時
代
の
大
黒
天
画
像
（
個
人
像
）
で
は
、
左
肩
に
背
負
っ
た
袋
が
円
相
と
な
り
、

そ
の
円
相
い
っ
ぱ
い
に
童
子
を
し
た
が
え
た
弁
才
天
と
稲
荷
神
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
構
成
に
は
、
西
大
寺
像
に
弁
才
天
懸
仏
が
納
入
さ
れ
た
の
と
同
様
の
思

想
的
背
景
が
指
摘
さ
れ
て
い
る28

。

心
月
輪
と
の
関
係
が
深
い
と
目
さ
れ
る
小
像
を
納
入
す
る
の
が
、
兵
庫
・
宝
満

寺
胎
蔵
界
大
日
如
来
坐
像
で
あ
る
。
同
寺
に
は
金
剛
界
大
日
如
来
の
小
坐
像
が
伝

来
し
て
お
り
、
胎
蔵
界
像
の
納
入
品
だ
っ
た
と
伝
え
る
。
胎
蔵
界
像
の
像
内
正
面

胸
部
に
は
蓮
台
が
し
つ
ら
え
ら
れ
、
蓮
台
の
上
面
に
あ
る
痕
跡
と
金
剛
界
像
の
台

座
底
面
の
輪
郭
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
納
入
は
事
実
と
認
め
ら
れ
る29

。
金
剛
界

像
は
像
高
四
・
〇
セ
ン
チ
の
彩
色
像
で
、
小
像
に
特
有
の
あ
ど
け
な
い
表
情
を
し

め
す
が
、
首
が
太
く
重
心
が
低
い
体
つ
き
や
強
い
膝
張
り
は
胎
蔵
界
像
に
通
じ
、

納
入
を
前
提
と
す
る
同
時
の
造
立
が
考
え
ら
れ
る
。
胎
蔵
界
像
の
体
幹
部
前
面
材

の
内
刳
り
面
に
は
金
箔
が
押
さ
れ
、
銘
文
が
朱
書
さ
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、

蓮
台
の
上
方
に
大
き
め
の
卍
と
「
心
月
輪
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
【
史
料
8
】。
蓮
台
に
金
剛
界
像
を
据
え
た
状
態
で
は
、
像
と
「
心
月
輪
」
の

朱
書
は
重
な
り
あ
う
こ
と
に
な
る
。
円
相
こ
そ
も
う
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

金
剛
界
像
と
「
心
月
輪
」
の
文
字
を
あ
わ
せ
て
尊
像
タ
イ
プ
の
心
月
輪
を
形
成
し

た
と
の
解
釈
は
可
能
だ
ろ
う
。

心
月
輪
は
仏
像
の
魂
、
菩
提
心
と
し
て
納
入
さ
れ
る30

。
心
月
輪
型
の
胎
内
仏
は

図 4　弁才天懸仏　西大寺蔵

図 3　大黒天立像　西大寺蔵

ど
が
納
入
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
懸
仏

は
心
月
輪
と
み
な

さ
れ27

、
弁
才
天
像

の
は
つ
ら
つ
と
し

た
表
情
や
自
然
な

動
き
か
ら
、
大
黒

天
像
と
同
時
の
作

と
み
て
さ
し
つ
か

え
な
い
。
こ
の
ほ

か
、
左
脚
を
踏
み

下
げ
た
大
黒
天
の

小
坐
像
も
納
入
さ
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「
真
」
な
る
も
の
、「
本
」
な
る
も
の
と
し
て
の
性
格
を
、
密
教
的
な
解
釈
に
よ
っ

て
も
っ
と
も
象
徴
的
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
い
え
る
。
特
殊
な
例
に
、
弘
安
七
年

（
一
二
八
四
）
ま
で
の
造
立
と
考
え
ら
れ
る
愛
知
・
甚
目
寺
愛
染
明
王
坐
像
が
あ

る
。
二
〇
一
〇
年
の
解
体
修
理
の
さ
い
、
本
像
の
像
内
胸
部
か
ら
半
球
状
の
合
子

が
発
見
さ
れ
、
内
部
に
は
ビ
ャ
ク
ダ
ン
材
に
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
た
愛
染
明
王
像
が

お
さ
め
ら
れ
て
い
た31

。
合
子
内
の
愛
染
像
は
像
高
六
・
六
セ
ン
チ
の
小
像
な
が
ら

彫
刻
と
彩
色
は
き
わ
め
て
細
緻
で
、
張
り
の
あ
る
丸
顔
と
い
き
い
き
と
し
た
忿
怒

相
は
外
側
の
愛
染
像
よ
り
若
々
し
く
、
見
田
隆
鑑
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り32

造
立
は

や
や
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
内
外
の
像
の
年
代
差
は
さ
ほ

ど
な
く
、
納
入
は
古
像
の
保
護
を
意
図
し
た
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。

山
岸
公
基
氏
は
一
九
九
六
年
の
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
調
査
の
段
階
で
、
像
内

胸
部
に
半
球
状
の
納
入
品
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
れ
が
心
月
輪
に
あ
た

る
可
能
性
を
検
証
し
た33

。
こ
れ
に
た
い
し
、見
田
氏
は
解
体
修
理
の
結
果
を
受
け
、

合
子
が
赤
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
心
臓
に
あ
た
る
「
訶
栗
駄
心
」
ま
た

は「
肉
団
心
」を
意
識
し
た
も
の
と
の
見
解
を
し
め
し
た34

。
た
だ
し
、訶
栗
駄
心（
肉

団
心
）
を
あ
ら
わ
す
な
ら
赤
い
球
だ
け
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ
っ
た
と
も
い
え
、
わ
ざ

わ
ざ
合
子
の
内
部
に
細
緻
な
小
愛
染
像
を
お
さ
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
こ
こ
に
は
西
大
寺
像
と
お
な
じ
く
、
心
月
輪
納
入
の
発
想
が
波
及
し
て
い

る
と
み
た
い
。
心
月
輪
は
ふ
つ
う
円
盤
状
だ
が
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
の
奈

良
・
興
福
寺
北
円
堂
弥
勒
仏
坐
像
の
納
入
品
な
ど
、
少
数
だ
が
球
形
の
も
の
も
存

在
す
る
。
合
子
に
お
さ
め
ら
れ
た
小
愛
染
像
は
、
尊
像
を
あ
ら
わ
す
心
月
輪
と
球

状
の
心
月
輪
を
折
衷
し
た
タ
イ
プ
と
も
み
な
さ
れ
よ
う
。

四
、
内
外
の
像
に
よ
る
特
別
な
構
成

こ
こ
ま
で
に
言
及
し
た
新
像
の
像
内
納
入
は
、
仏
像
が
二
重
構
造
を
と
る
こ
と

で
真
正
な
も
の
、
本
質
的
な
も
の
を
内
包
す
る
た
め
の
仕
様
と
み
な
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
考
え
方
を
あ
て
は
め
に
く
い
事
例
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
前
節

で
ふ
れ
た
宝
満
寺
大
日
像
の
胎
内
仏
に
は
特
別
な
材
料
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
胎
内
仏
に
心
月
輪
と
し
て
の
性
格
を
兼
ね
さ
せ
る
と
と
も

に
、
外
側
の
胎
蔵
界
大
日
像
と
内
部
の
金
剛
界
大
日
像
を
一
対
と
し
て
、
金
胎
不

二
の
理
念
を
具
現
化
す
る
こ
と
が
構
成
の
主
眼
だ
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
本

節
で
は
、
こ
れ
と
同
様
に
内
外
の
像
が
そ
ろ
う
こ
と
で
特
別
な
意
味
を
な
す
諸
例

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
、
ま
ず
は
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
の
伝
香

寺
地
蔵
菩
薩
立
像
が
挙
げ
ら
れ
る35

。
本
像
に
は
舎
利
三
粒
を
お
さ
め
た
青
瑠
璃
製

舎
利
壺
、
経
典
類
、
三
通
の
願
文
と
と
も
に
、
薬
師
如
来
坐
像
と
十
一
面
観
音
菩

薩
立
像
が
納
入
さ
れ
て
い
た
。
薬
師
如
来
像
が
ビ
ャ
ク
ダ
ン
製
の
檀
像
で
あ
る
の

に
た
い
し
、
十
一
面
像
は
針
葉
樹
材
を
も
ち
い
た
素
木
像
で
、
代
用
檀
像
と
い
え

る
も
の
で
あ
る
。
比
丘
尼
妙
法
の
願
文
【
史
料
9
】
は
仏
像
類
を
「
多
年
所
持
の
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本
尊
」
と
呼
ん
で
お
り
、
新
造
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
理
解
さ
れ
る
が
、
十
一

面
像
に
は
地
蔵
像
と
と
も
に
善
円
（
一
一
九
七
～
一
二
五
八
）
の
作
風
が
指
摘
さ

れ
て
お
り36

、
地
蔵
像
と
類
似
し
た
環
境
で
さ
ほ
ど
年
代
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
な
く

造
立
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

妙
法
願
文
に
よ
れ
ば
、仏
舎
利
と
薬
師
如
来
像
は
「
仏
宝
」、経
典
類
は
「
法
宝
」、

十
一
面
像
は
「
僧
宝
」
に
あ
た
り
、
全
体
で
三
宝
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
う
。

加
え
て
、仏
舎
利
（
＝
釈
迦
如
来
）・
薬
師
・
地
蔵
・
十
一
面
は
妙
法
願
文
に
い
う
「
春

日
四
所
」
の
本
地
仏
を
意
味
す
る37

。
十
一
面
像
が
右
手
で
錫
杖
を
執
る
長
谷
寺
式

で
あ
る
こ
と
は
定
評
あ
る
霊
験
像
へ
の
信
仰
を
思
わ
せ
、
地
蔵
像
へ
の
霊
性
の
付

与
が
納
入
の
一
因
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
内
外
の
像
の
構
成

が
う
み
出
す
重
層
的
な
意
味
こ
そ
、
本
像
に
寄
せ
ら
れ
た
信
仰
の
本
質
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に
康
円
（
一
二
〇
七
～
？
）
が
造
立
し
た
ケ
ル
ン
東

洋
美
術
館
地
蔵
菩
薩
立
像
（
図
5
）
は
、
銅
造
の
釈
迦
如
来
立
像
と
阿
弥
陀
如
来

は
「
嵯
峨
尺
迦
」（
京
都
・
清

凉
寺
釈
迦
如
来
立
像
）、
阿
弥

陀
像
は
「
真
如
堂
阿
弥
陀
」（
京

都
・
真
正
極
楽
寺
阿
弥
陀
如
来

立
像
）
を
「
摸
し
奉
」
っ
た

も
の
だ
と
い
う
【
史
料
10 

a
】。

さ
ら
に
、
願
書
に
は
地
蔵
像
が

「
源
信
僧
都
造
立
し
奉
る
像
を

摸
し
奉
る
」
と
の
記
述
が
あ
る

【
史
料
10 

b
】。
源
信
（
九
四
二

図 6　釈迦如来立像（右）・阿弥陀如来立像（中）
	 ケルン東洋美術館蔵

図 5　地蔵菩薩立像　
	 ケルン東洋美術館蔵

～
一
〇
一
七
）
造
立
の
像
と
は
、
比
叡
山
横
川
の
戒
心
谷
知
見
坊
に
安
置
さ
れ
て

い
た
地
蔵
菩
薩
像
の
こ
と
で
、
複
数
の
模
刻
像
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
原
像
に

寄
せ
ら
れ
て
い
た
信
仰
の
篤
さ
が
お
し
は
か
ら
れ
る
。
ケ
ル
ン
像
と
胎
内
仏
の
構

成
に
は
著
名
な
霊
験
像
の
模
刻
像
を
集
積
し
、
一
体
化
す
る
意
図
が
み
い
だ
さ
れ

る
の
で
あ
る38

。

同
時
に
造
ら
れ
た
内
外
の
像
が
総
体
で
な
ん
ら
か
の
意
味
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

と
み
ら
れ
る
例
に
、
慶
政
（
一
一
八
九
～
一
二
六
八
）
の
『
法
華
山
寺
縁
起
』
に

記
載
さ
れ
る
大
日
如
来
像
が
あ
る
。
慶
政
は
渡
宋
の
さ
い
「
洋
浪
」
に
よ
っ
て
船

の
「
梶
」（
舵
）
を
破
壊
さ
れ
た
。
し
か
し
「
種
々
願
を
発
し
て
（
破
壊
さ
れ
た

舵
を
）
御
素
木
に
擬
す
る
こ
と
を
誓
ひ
」、「
大
唐
福
州
菅
唐
山
」
に
た
ど
り
着
く

立
像
（
図
6
）

を
納
入
す
る
。

「
地
蔵
菩
薩
御

身
中
奉
納
仏
経

等
目
録
」
に
よ

れ
ば
、
釈
迦
像
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こ
と
が
で
き
た
。
帰
朝
後
、
慶
政
は
「
此
の
梶
を
用
ひ
」
大
日
如
来
像
を
造
立
し

た
。
さ
ら
に
「
同
木
を
以
て
一
寸
六
分
尺
迦
・
阿
弥
陀
・
薬
師
・
弥
勒
・
観
音
・

文
殊
・
地
蔵
・
不
動
・
大
威
徳
像
を
造
立
し
、
御
身
の
中
に
籠
め
奉
」
っ
た
。
こ

れ
ら
の
胎
内
仏
は
「
皆
渡
海
の
時
願
を
立
つ
る
形
像
」
だ
っ
た
と
い
う
【
史
料
11
】。

重
要
な
の
は
、
大
日
像
の
「
御
素
木
」（
御
衣
木
）
と
さ
れ
た
の
が
水
難
を
ま
ぬ

が
れ
た
船
の
舵
だ
っ
た
こ
と
、
釈
迦
以
下
の
胎
内
仏
に
も
同
材
が
使
用
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
慶
政
が
め
ざ
し
た
の
は
、
救
済
の
象
徴
で
あ
る
舵
の
材
を
使
用
し
て

内
外
の
像
を
そ
ろ
え
、
危
難
か
ら
の
脱
出
を
記
念
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
外
側
の
像

と
胎
内
仏
の
い
ず
れ
が
「
真
」
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
は
無
意
味
で
、
内
外
同
時

造
立
に
は
こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

五
、千
体
造
像
と
像
内
納
入

鎌
倉
時
代
の
仏
像
に
は
、
大
き
め
の
像
に
同
一
尊
格
の
小
像
を
大
量
に
納
入
し

た
例
が
複
数
み
ら
れ
る
。
と
く
に
め
だ
つ
の
は
い
わ
ゆ
る
「
千
体
地
蔵
」
で
、
寛

喜
元
年
（
一
二
二
九
）
の
京
都
・
寂
光
院
像39

、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
の
滋
賀
・

長
命
寺
像40

、
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
の
京
都
・
神
光
院
像41

は
い
ず
れ
も
像
内
に

大
量
の
小
像
を
納
入
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
の
神
奈
川
・

正
眼
寺
像
は
多
様
な
納
入
品
の
な
か
に
地
蔵
菩
薩
立
像
が
二
躯
、
千
手
観
音
菩
薩

立
像
が
一
躯
ふ
く
ま
れ
て
い
る42

。
前
者
は
寂
光
院
や
神
光
院
の
小
像
と
通
じ
る
素

朴
な
が
ら
愛
ら
し
い
像
で
、
ほ
ん
ら
い
は
千
体
地
蔵
だ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。地

蔵
像
以
外
の
現
存
作
例
に
は
仁
治
三
年
（
一
二
四
一
）
の
浄
瑠
璃
寺
馬
頭
観

音
菩
薩
立
像43

、
十
三
世
紀
の
愛
知
・
赤
岩
寺
愛
染
明
王
坐
像44

が
あ
る
。
史
料
上
に

記
載
の
あ
る
像
に
、
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
に
造
立
さ
れ
た
広
島
・
厳
島
神
社

の
「
等
身
白
檀
大
日
如
来
像
」
が
あ
る
。
造
立
願
文
【
史
料
12
】
に
よ
れ
ば
、
本

像
の
「
胎
内
」
に
は
「
三
寸
二
分
同
像
一
千
躰
」
が
納
入
さ
れ
て
お
り
、「
其
の
三
躰
」

は
願
主
の
佐
伯
親
盛
が
「
沐
浴
潔
斎
し
て
手
自
ら
造
立
」
し
た
と
い
う
。
胎
内
仏

に
籠
め
ら
れ
た
意
味
や
納
入
の
動
機
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
造
像
事

情
を
推
定
す
る
カ
ギ
は
、
千
体
像
の
う
ち
三
体
が
願
主
親
盛
み
ず
か
ら
の
造
像
と

あ
る
点
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
記
述
は
、
三
体
以
外
の
大
多
数
の
像
は
別
人
が
関

与
し
て
造
像
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

参
考
に
す
べ
き
は
、
近
衛
兼
経
（
一
二
一
〇
～
一
二
五
九
）
の
日
記
『
岡
屋
関

白
記
』
の
記
述
だ
ろ
う
【
史
料
13
】。
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
二
月
二
十
五
日
、

兼
経
は
三
尺
愛
染
明
王
像
の
造
立
を
開
始
し
た
。
四
月
十
九
日
に
は
愛
染
像
が

「
堀
川
」
の
「
堂
廊
」
に
安
置
さ
れ
、「
人
々
が
造
り
奉
」
っ
た
「
千
躰
愛
染
王
」

も
安
置
さ
れ
た
が
、「
愛
染
王
像
の
中
に
籠
め
奉
る
物
」
と
し
て
「
仏
舎
利
一
粒
」

な
ど
が
列
記
さ
れ
る
な
か
に
「
千
躰
愛
染
像
」
は
ふ
く
ま
れ
ず
、
像
内
納
入
品
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

千
体
愛
染
像
に
つ
い
て
注
意
し
た
い
の
は
「
人
々
」、
つ
ま
り
複
数
の
人
物
が
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分
担
し
て
造
像
し
た
形
跡
で
あ
る
。
こ
の
造
像
過
程
は
鎌
倉
時
代
に
流
行
し
た
、

印
仏
を
使
用
し
て
の
勧
進
と
そ
の
像
内
納
入
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
。
兼
経
の
千

体
愛
染
像
は
納
入
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
厳
島
の
千
体
大

日
像
は
や
は
り
複
数
名
が
関
与
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
像
内
納
入
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
縁
者
が
白
檀
大
日
像
に
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
媒

介
と
し
て
機
能
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

兼
経
の
千
体
愛
染
像
、
親
盛
の
千
体
大
日
像
は
文
字
史
料
か
ら
察
す
る
か
ぎ

り
、
多
数
尊
の
集
積
に
造
像
の
意
義
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
千
体
が
完
備
し
て

い
る
こ
と
以
上
の
特
別
な
意
味
を
構
成
に
み
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
っ
ぽ

う
、
地
蔵
菩
薩
像
の
ば
あ
い
は
事
情
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
林
温
氏
は
奈
良
国

立
博
物
館
本
千
体
地
蔵
菩
薩
図
に
関
す
る
考
察
に
お
い
て
、
実
叉
難
陀
（
六
五
二

～
七
一
〇
）
訳
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』（
以
下
『
本
願
経
』）
を
、
千
体
地
蔵
造
像

の
教
義
的
な
典
拠
と
指
摘
し
た45

。
同
経
「
分
身
集
会
本
」
に
は
、「
百
千
万
億
不

可
思
不
可
議
不
可
量
不
可
説
無
量
阿
僧
祇
世
界
」
の
「
分
身
地
蔵
菩
薩
」
が
「
倶

に
来
集
し
て
忉
利
天
宮
に
在
」
っ
た
と
の
記
述
【
史
料
14
】
が
あ
る
。
ま
た
、
端

拱
二
年
（
九
八
九
）
の
常
謹
（
生
没
年
不
詳
）
撰
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
所
収
「
大

周
尚
書
泊
悦
為
妻
造
地
蔵
感
通
記
第
十
九
」
に
は
、
忉
利
天
の
「
善
法
堂
」
に

「
一
三
千
界
化
身
地
蔵
」
が
「
集
会
」
す
る
さ
ま
が
語
ら
れ
て
い
る46

。
こ
れ
ら
に

照
ら
せ
ば
、
奈
良
博
本
に
描
か
れ
る
大
量
の
地
蔵
は
「
分
身
」（
化
身
）
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

彫
像
で
も
小
像
を
林
立
さ
せ
た
作
例
が
あ
る
。
十
三
世
紀
の
京
都
・
報
恩
寺
像

は
大
き
め
の
地
蔵
坐
像
を
岩
山
の
中
心
に
配
し
、
周
囲
に
は
分
身
の
地
蔵
立
像
を

び
っ
し
り
と
な
ら
べ
る
異
色
の
作
例
で
あ
る
。
ま
た
、
後
鳥
羽
上
皇
御
願
の
水
無

瀬
殿
御
堂（
現
在
の
大
阪
府
）に
は
千
体
地
蔵
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、『
源

家
長
日
記
』
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
十
月
二
十
七
日
条47

か
ら
知
ら
れ
る
。
家
長

（
一
一
七
〇
？
～
一
二
三
四
）
は
、
こ
の
日
供
養
さ
れ
た
水
無
瀬
殿
御
堂
（
蓮
華

寿
院
）
に
、
後
鳥
羽
が
み
ず
か
ら
開
眼
し
た
「
同
身
」（
等
身
）
の
「
千
体
の
ち

そ
う
」が
な
ら
べ
て
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る48

。『
本
願
経
』に
説
く
、

地
蔵
の
分
身
が
「
百
千
万
億
恒
河
沙
世
界
に
遍
満
」
す
る
よ
う
す
を
表
現
す
る
に

は
、
な
ら
べ
て
安
置
す
る
の
が
適
切
と
も
い
え
よ
う
。

水
無
瀬
殿
の
よ
う
な
特
別
な
場
で
は
等
身
の
千
体
地
蔵
を
林
立
さ
せ
る
こ
と
も

可
能
だ
が
、
等
身
の
千
体
像
を
安
置
す
る
に
は
巨
大
な
堂
宇
が
必
要
で
、
よ
ほ
ど

の
有
力
者
で
な
い
か
ぎ
り
実
現
は
む
ず
か
し
い
。
だ
が
、
報
恩
寺
像
の
よ
う
に
全

体
を
ご
く
小
さ
く
し
た
り
、
福
智
院
像
の
よ
う
に
光
背
に
分
身
を
配
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
り
、
中
央
の
本
体
の
み
大
き
く
造
り
、
分
身
を
周
囲
の
棚
に
ず
ら
り
と

な
ら
べ
る
例
は
各
所
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
選
択
肢
に
た
い
し
、
分
身

の
納
入
に
は
特
別
な
意
味
が
み
い
だ
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
本
願
経
』
に
は
、釈
迦
の
付
嘱
の
こ
と
ば
を
受
け
た
「
諸
世
界
分
身
地
蔵
菩
薩
」

が
「
共
に
一
形
に
復
し
て
涕
涙
哀
恋
」
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
大
量
の
小
像
を

像
内
に
収
め
た
本
体
は
、
分
身
が
一
形
（
一
体
）
に
復
し
た
状
態
を
表
現
し
て
い
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る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
地
蔵
の
分
身
が
世
界
に
遍
満
す
る
さ
ま
も
、
再
び
集
結

し
て
一
体
化
す
る
さ
ま
も
『
本
願
経
』
で
の
説
明
が
可
能
だ
が
、
後
者
は
「
忉
利

天
の
付
嘱
」
と
い
う
、
地
蔵
の
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
造
形
化
し
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

千
体
地
蔵
の
小
像
は
『
本
願
経
』
に
よ
れ
ば
「
分
身
」、『
地
蔵
菩
薩
応
現
記
』

に
よ
れ
ば
「
化
身
」
に
あ
た
る
。
第
二
・
三
節
で
み
て
き
た
新
像
の
納
入
例
の
よ

う
に
、
胎
内
仏
と
本
体
の
関
係
を
真
正
な
も
の
、
本
質
的
な
も
の
の
内
包
と
理
解

す
る
だ
け
で
は
、
寂
光
院
像
を
は
じ
め
と
す
る
諸
像
の
納
入
の
論
理
は
よ
み
と
け

な
い
。
千
体
地
蔵
の
納
入
は
、
世
界
に
遍
満
す
る
地
蔵
の
分
身
（
化
身
）
が
釈
迦

の
付
嘱
を
き
っ
か
け
に
再
結
集
、
一
体
化
す
る
と
い
う
壮
大
な
ド
ラ
マ
を
造
形
し

た
も
の
と
考
察
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

仏
像
が
同
時
に
造
立
さ
れ
た
小
像
を
内
包
す
る
こ
と
は
、
当
初
か
ら
「
内
部
に

も
う
一
つ
の
像
を
も
つ
像
」
と
し
て
企
図
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
ケ
ー

ス
は
古
像
の
納
入
と
異
な
り
、
由
緒
あ
る
像
の
保
護
や
霊
性
の
継
承
と
い
う
意
味

あ
い
が
指
摘
で
き
な
い
。
だ
が
、
真
正
な
も
の
・
本
質
的
な
も
の
の
内
在
を
表
現

す
る
こ
と
は
古
像
を
使
用
し
な
く
て
も
可
能
で
あ
る
。
二
重
構
造
を
も
っ
て
い
る

こ
と
じ
た
い
が
、
像
の
霊
性
を
保
証
す
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

複
数
の
像
の
く
み
あ
わ
せ
に
よ
っ
て
特
別
な
意
味
を
創
出
す
る
例
が
し
ば
し
ば

み
ら
れ
る
こ
と
も
、
新
像
を
納
入
す
る
仏
像
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
を

視
野
に
お
さ
め
る
こ
と
で
、
小
仏
像
の
納
入
に
た
い
す
る
認
識
は
大
き
く
変
化
す

る
の
で
あ
る
。

史
料

・
割
注
は
〈
　
〉、
改
行
は
／
で
示
し
た
。

・
造
像
銘
記
な
ど
、
原
本
の
字
配
り
の
再
現
が
必
要
と
思
わ
れ
る
史
料
に
つ
い
て

は
、
可
能
な
限
り
お
こ
な
っ
た
。

【
史
料
1
】
近
衛
家
実
『
猪
隈
関
白
記
』
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
閏
四
月
十
九

日
条
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
記
録
　
猪
隈
関
白
記
』
四
、
岩
波

書
店
、
一
九
八
〇
年
）

（
前
略
）
於
今
度
者
、
弥
不
可
及
新
造
之
沙
汰
歟
、
彼
三
尺
御
影
、
安
置
年
久
霊

異
掲
焉
、
仍
尊
崇
之
余
、
奉
籠
于
等
身
御
影
之
中
歟
、
件
等
身
御
影
霊
験
又
新
歟
、

今
幸
遁
余
焔
畢
、
而
以
新
造
奉
籠
旧
躰
之
条
、
已
前
後
相
違
歟
、
不
可
然
候
歟
、（
後

略
）

【
史
料
2
】
吉
祥
寺
吉
祥
天
立
像
お
よ
び
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
銘
文
（
山
本
勉
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「
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
　
吉
祥
寺
（
井
上
自
治
会
）」（
水
野
敬
三
郎
編
『
日
本
彫

刻
史
基
礎
資
料
集
成
　
鎌
倉
時
代
　
造
像
銘
記
篇
』
一
四
、二
〇
一
八
年
）

（
a
　
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
台
座
反
花
裏
墨
書
）

正
応
二
二

年
〈
辛
卯
〉
／
八
月
　
十
八
日
／
造
立
之
仏
子
定
円
／
同
日
建
立
之
／
沙

門
琳
賢

（
b

　
同
像
台
座
框
裏
墨
書
）

入
置
タ
テ
マ

　
　
　
　
ツ
ル

　
　
智
忍

本
尊

　
　
琳
賢
（
花
押
）

嘉
元
□
年
□
月

（
c

　
吉
祥
天
立
像
像
内
棚
板
裏
墨
書
）

嘉
元
四
年
九
月
廿
五
／
本
尊
如
意
輪
観
世
音
／
菩
薩
僧
琳
賢
（
花
押
）
／
法
華
経

一
部
智
忍
（
花
押
）
／
不
動
経
典
一
巻

【
史
料
3
】
道
宣
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』（
肥
田
路
美
編
『
美
術
史
料
と
し
て
読

む
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
―
釈
読
と
研
究
―
』
一
〇
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
東

洋
美
術
史
、
二
〇
一
七
年
）

三
十
八
、
隋
京
師
日
厳
寺
石
影
像
者
、
其
像
八
楞
紫
石
英
色
、
高
八
寸
、
径
五
寸
、

内
外
映
徹
、
昔
、
梁
武
太
清
年
中
、
有
西
域
僧
将
来
、
会
侯
景
作
乱
、
遂
安
江
州

廬
山
西
林
寺
像
頂
上
、
隋
開
皇
十
年
、
煬
帝
鎮
於
揚
越
、
広
捜
英
異
、
江
表
文
記

悉
総
収
集
、
乃
於
雑
記
中
得
影
像
伝
、
即
令
舎
人
王
延
寿
往
寺
推
覓
、
得
之
、（
後

略
）

【
史
料
4
】
清
水
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
像
内
納
入
造
像
願
文
（
根
立
健
介
「
阿
弥

陀
如
来
像
　
清
水
寺
」〈
水
野
敬
三
郎
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
　
鎌
倉

時
代
　
造
像
銘
記
篇
』
五
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
七
年
〉）

敬
白
　
比
丘
尼
善
阿
弥
陀
仏

奉
造
立
阿
弥
陀
仏
像
一
体
三
尺

奉
鋳
顕
金
銅
阿
弥
陀
仏
一
体
御
身
ニ

奉
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
奉
書
写
妙
法
蓮
花
経
一
部
八
巻

（
中
略
）

右
志
者
　
奉
為
信
心
大
法
主
沙
弥
昇
蓮
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比
丘
尼
善
阿
弥
陀
仏
現
当
二
世
悉
地
成
就

円
満
兼
又
過
去
尊
成
仏
得
道
故
也

嘉
禎
元
年
　
十
一
月
廿
六
日
　
昇
蓮
　
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
阿
弥
陀
仏
敬
白

【
史
料
5
】
九
条
道
家
『
玉
蘂
』
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
二
月
七
日
条
（
今
川

文
雄
校
訂
『
玉
蘂
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
）

（
前
略
）
此
間
宮尊

性
法
親
王

座
主
被
参
、
可
謁
之
由
被
命
、
仍
於
黒
戸
辺
対
面
、
天
王
寺
胡

飲
酒
間
事
有
被
示
之
旨
、
又
吉
田
山
庄
立
御
祈
願
堂
、
本
尊
不
動
、
其
内
可
奉
籠

金
御
仏
、
件
御
仏
先
日
依
被
申
請
、
為
予
沙
汰
奉
鋳
也
、（
後
略
）

【
史
料
6
】
葉
室
定
嗣
『
葉
黄
記
』
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
四
月
二
十
七
日
条
（『
史

料
纂
集
　
葉
黄
記
』
二
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
四
年
）

廿
七
日
甲
辰
、
晴
、
参
院
、
今
日
最
勝
講
御
本
尊
料
被
供
養
最
勝
王
経
、
後
鳥
羽

院
御
時
元
久
三
年
三
月
廿
二
日
先
被
供
養
御
本
尊
〈
御
導
師
公
胤
僧
正
〉、
以
彼

御
本
尊
年
々
被
用
之
、
承
久
乱
逆
之
時
被
渡
進
梶
井
宮
、
仍
被
尋
申
処
、
於
三
条

殿
焼
失
云
々
、
仍
就
元
久
例
新
被
造
立
之
、
金
泥
最
勝
王
経
十
巻
〈
水
精
軸
、
経

師
良
延
調
之
、
砂
金
三
両
下
給
之
、
其
外
事
成
功
也
〉
奉
納
金在

天
蓋
、

銅
透
筒
〈
細
工
所

調
之
〉、
奉
安
蒔蒔

絵

蓮

華

絵
御
厨
子
〈
居
蒔
絵
台
、
細
工
所
同
調
之
於
砂
金
者
、
自
御
所

下
給
之
〉、
彼
厨
子
四
角
被
立
四
天
王
像
〈
高
各
九
寸
、
毘
沙
門
天
御
手
ノ
上
ノ

塔
ニ
奉
納
仏
舎
利
三
粒
、
件
塔
用
銀
、
是
等
皆
元
久
例
也
、
彼
例
四
天
御
胸
ノ
中

ニ
被
籠
金
ノ
四
天
〈
高
一
寸
〉、
於
今
度
者
、
彼
略
此
事
、〈
仏
師
湛
慶
法
印
奉
之
〉、

（
後
略
）

【
史
料
7
】
尋
尊
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
九
年
（
一
四
八
七
）
八
月
六

日
条
（
竹
内
理
三
編
『
続
史
料
大
成
　
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
九
、
臨
川
書
店
、

一
九
七
八
年
）

福
智
院
勧
進
帳
草
案
自
光
明
院
内
々
進
之
、
巨
細
仰
合
之
、
本
尊
ハ
建
長
二
年
三

月
廿
二
日
造
立
云
云
、
本
仏
ハ
大
明
神
御
作
、
奉
納
御
腹
内
云
云
、
今
堂
ハ
弘
安

ニ
自
福
智
院
引
資
遷
之
、
興
正

勧
（
進
脱
カ
）

云
云
、

【
史
料
8
】
宝
満
寺
大
日
如
来
坐
像
像
内
体
部
正
面
朱
書
（
奥
健
夫
「
大
日
如
来

像
　
宝
満
寺
」（
水
野
敬
三
郎
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
　
鎌
倉
時
代
　

造
像
銘
記
篇
』
一
五
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
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（
前
略
）

　
　
日

卍
　
　
　
心
月
輪

　
　
日

（
後
略
）

【
史
料
9
】
伝
香
寺
地
蔵
菩
薩
立
像
像
内
納
入
比
丘
尼
妙
法
願
文
（
岩
田
茂
樹
「
地

蔵
菩
薩
像
　
伝
香
寺
」〈
水
野
敬
三
郎
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
　
鎌
倉

時
代
　
造
像
銘
記
篇
』
四
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
六
年
〉）

（
前
略
）
仍
奉
造
／
立
三
尺
地
蔵
菩
薩
形
像
一
体
御
身
中
奉
〇納

／
仏
舎
利
一
粒
薬

師
如
来
像
一
体
〈
已
上
仏
宝
〉
般
若
心
／
経
妙
法
蓮
華
経
解
深
密
経
〈
已
上
法

宝
〉
十
一
面
観
／
自
在
菩
薩
像
一
躯
〈
已
上
僧
宝
〉
或
多
年
所
持
之
／
本
尊
納
金

剛
堅
固
之
蔵
或
今
度
返
写
／
之
経
王
撰
究
竟
大
乗
之
要
凡
厥
三
宝
皆
／
納
一
体
加

之
□

（
桟
カ
）

成
然
ト
居
於
南
都
／
宿
因
所
催
結
縁
然
中
宗
二
世
之
願
望
／
悉
持
春
日
四

所
冥
助
今
之
所
持
自
／
当
権
現
御
本
地
事
之
自
然
不
可
不
奇
矣
（
後
略
）

【
史
料
10
】
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
地
蔵
菩
薩
立
像
像
内
納
入
品
（
根
立
研
介
・
奥

健
夫
「
地
蔵
菩
薩
像
　
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
」〈
水
野
敬
三
郎
編
『
日
本
彫
刻
史

基
礎
資
料
集
成
　
鎌
倉
時
代
　
造
像
銘
記
篇
』
六
、二
〇
〇
八
年
〉）

（
a

　
地
蔵
菩
薩
御
身
中
奉
納
仏
経
等
目
録
）

地
蔵
菩
薩
御
身
中
奉
納
仏
経
等
目
録

仏
舎
利
一
粒

一
寸
六
分
金
銅
釈
迦
像
一
体
奉
摸
嵯
峨
尺
迦

一
寸
六
分
金
銅
阿
弥
陀
像
一
体
奉
摸
真
如
堂
阿
弥
陀

一
寸
六
分
阿
弥
陀
像
六
千
体
　

摺
仏

六
寸
　
地
蔵
菩
薩
像
一
千
体
　

摺
仏

（
中
略
）

　
　
　
　
　
建
長
元
年
〈
己
酉
〉
歳
十
一
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
僧
西
信
（
花
押
）

（
b

　
願
書
）

南
閻
浮
提
大
日
本
国
山
城
国
深
草
郷
地
蔵
院
住
僧
西
信
為
抜
済
／
六
道
衆
生
利
益

法
界
群
類
殊
発
大
誓
願
所
奉
造
立
二
尺
／
五
寸
地
蔵
菩
薩
形
也
　
抑
此
像
者
天
台

山
楞
厳
院
先
徳
／
源
信
僧
都
所
奉
造
立
像
奉
摸
之
見
賢
欲
済
故
也
方
／
今
発
大
願

云
（
中
略
）
／
彼
智
満
法
師
所
造
像
入
猛
火
中
更
無
被
焼
而
／
救
不
可
説
若
于
地

獄
之
衆
生
仏
子
所
造
之
像
可
同
彼
像
之
為
／
円
満
功
徳
成
就
善
根
仏
舎
利
一
粒
一

寸
六
分
金
銅
尺
迦
阿
弥
陀
像
／
各
一
体
阿
弥
陀
地
蔵
像
各
一
千
体
摺
仏
多
種
陀
羅

尼
諸
大
乗
経
／
等
御
身
中
所
奉
籠
也
（
中
略
）

　
　
建
長
元
年
〈
己
酉
〉
歳
十
月
十
五
日
　〈
奉
造
始
之
同
十
一
月
廿
四
日
奉
納
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此
願
書
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
僧
西
信
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
仏
師
法
眼
康
円
（
花
押
）

【
史
料
11
】
宮
内
庁
書
陵
部
本
『
法
華
山
寺
縁
起
』（『
図
書
寮
叢
刊
　
伏
見
宮
家

九
条
家
旧
蔵
　
諸
寺
縁
起
集
』
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
七
〇
年
）

（
前
略
）

金
堂
石
像
大
聖
不
動
明
王
者
、
因
縁
待
於
時
不
期
而
自
来
〈
委
旨
在
別
紙
〉
仍
造

立
半
丈
六
木
像
、
所
奉
納
件
像
也
、
大
日
如
来
、
先
年
渡
海
之
時
、
洋
浪
破
梶
之

日
、
発
種
々
願
、
而
誓
擬
御
素
木
、
既
遁
悪
風
而
収
大
唐
福
州
菅
唐
山
、
仍
帰
朝

已
後
、
用
此
梶
所
造
立
之
像
也
、
以
同
木
造
立
一
寸
六
分
尺
迦
・
阿
弥
陀
・
薬
師
・

弥
勒
・
観
音
・
文
殊
・
地
蔵
・
不
動
・
大
威
徳
像
、
奉
籠
御
身
中
已
了
、
皆
渡
海

之
時
立
願
形
像
也
、（
後
略
）

【
史
料
12
】「
弘
安
六
年
等
身
白
檀
大
日
如
来
像
造
立
願
文
」（
野
坂
文
書
三
四
一
、

『
神
道
大
系
　
神
社
篇
』
四
〇
　
厳
島
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
七
年
）

敬
白奉

造
立
等
身
白
檀
大
日
如
来
像
一
躰

弟
子
任
縁
起
之
旨
、
厳
甚
深
之
願
、
是
以
奉
造
立
三
寸
二
分
同
像
一
千
躰
、

其
三
躰
者
、
殊
沐
浴
潔
斎
手
自
所
造
立
也
、
取
之
聚
之
奉
納
胎
内
、
一

□
（
彫
カ
）

一
礼
不
覚
渡

（
涙
カ
）

下
、

右
、齎
持
此
仏
像
為
行
路
之
資
、赴
芸
州
之
境
、詣
厳
嶋
之
社
、敬
〔
　
　
〕
軌
儀
、

即
展
供
養
之
斎
席
、
亦
奉
安
置
弥
山
、
可
飾
秘
密
壇
、（
後
略
）

【
史
料
13
】
近
衛
兼
経
『
岡
屋
関
白
記
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古

記
録
』
一
八
　
岡
屋
関
白
記
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）

（
寛
元
四
年
〈
一
二
四
六
〉
二
月
二
十
五
日
条
）

廿
五
日
、
乙
酉
、
晴
、
今
日
奉
造
始
愛
染
王
像
、〈
三
尺
、
御
衣
木
加
持
行
遍
僧
正
、〉

又
奉
造
塔
形
木
、
随
意
慢
陀
羅
令
図
絵
之
、

（
同
年
四
月
十
九
日
条
）

十
九
日
、
戊
寅
、
天
晴
、

早
旦
向
堀
川
、
見
廻
堂
方
、
堂
廊
ニ
愛
染
王
奉
安
置
之
、
仏
師
院
誉
賜
禄
、
明
日

可
奉
供
養
也
、
且
明
日
ウ
ル
ハ
シ
ク

可
奉
居
之
、
千
躰
愛
染
王
同
安
置
之
、〈
人
々
奉

造
之
、〉
奉
籠
愛
染
王
像
中
物
、
仏
舎
利
一
粒
、
五
仏
舎
利
・
五
仏
種
字
・
法
身
偈
・

光
明
真
言
・
本
尊
真
言
、
已
上
各
書
紅
梅
薄
様
納
金
筥
、〈
舎
利
同
之
、〉（
後
略
）
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（
同
年
四
月
二
十
日
条
）

廿
日
、
己
卯
、
天
晴
、
今
日
愛
染
王
供
養
也
、
午
時
許
向
堀
川
、
件
仏
奉
安
置
丈

六
堂
廊
、〈
堂
未
造
畢
、〉
頃
而
導
師
行
遍
僧
正
来
、
則
有
開
眼
事
、
千
躰
像
幷
瑜

祇
経
一
巻
同
供
養
、（
後
略
）

【
史
料
14
】
実
叉
難
陀
訳
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
巻
上
　
分
身
集
会
本
第
二
（『
大

正
蔵
経
』
一
三
―
七
七
九
b
～
c
）

爾
時
百
千
万
億
不
可
思
不
可
議
不
可
量
不
可
説
無
量
阿
僧
祇
世
界
、
所
有
地
獄

処
分
身
地
蔵
菩
薩
、
倶
来
集
在
忉
利
天
宮
、（
中
略
）
爾
時
世
尊
舒
金
色
臂
、
摩

百
千
万
億
不
可
思
不
可
議
不
可
量
不
可
説
無
量
阿
僧
祇
世
界
諸
分
身
地
蔵
菩
薩
摩

訶
薩
頂
、
而
作
是
言
、（
中
略
）
其
有
未
調
伏
者
随
業
報
応
、
若
堕
悪
趣
受
大
苦

時
、
汝
当
憶
念
、
吾
在
忉
利
天
宮
殷
勤
付
嘱
、
令
娑
婆
世
界
至
弥
勒
出
世
已
来
衆

生
、
悉
使
解
脱
永
離
諸
苦
遇
仏
授
記
、
爾
時
諸
世
界
分
身
地
蔵
菩
薩
、
共
復
一
形

涕
涙
哀
恋
白
其
仏
言
、
我
従
久
遠
劫
来
蒙
仏
接
引
、
使
獲
不
可
思
議
神
力
具
大
智

慧
、
我
所
分
身
遍
満
百
千
万
億
恒
河
沙
世
界
、
毎
一
世
界
化
百
千
万
億
身
、
毎
一

身
度
百
千
万
億
人
、
令
帰
敬
三
宝
永
離
生
死
至
涅
槃
楽
但
於
仏
法
中
所
為
善
事
、

一
毛
一
渧
一
沙
一
塵
、
或
毫
髪
許
、
我
漸
度
脱
使
獲
大
利
、
唯
願
世
尊
不
以
後
世

悪
業
衆
生
為
慮
、（
後
略
）

［
註
］

註
1	

倉
田
文
作
『
像
内
納
入
品
』（『
日
本
の
美
術
』
八
六
）
至
文
堂
、
一
九
七
三
年
、

奥
健
夫
「
像
内
納
入
品
」（
上
・
下
）（
文
化
庁
監
修
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』

三
・
四
〈
彫
刻
上
・
下
〉
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
・
一
九
九
九
年
。
増
補
の
う
え

「
像
内
納
入
品
小
史
」
と
改
題
、『
仏
教
彫
像
の
制
作
と
受
容
―
平
安
時
代
を
中
心

に
―
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
九
年
、
所
収
）、
瀨
谷
貴
之
「
総
説
　
仏
像

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
像
内
納
入
品
の
世
界
―
」（『
仏
像
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　

像
内
納
入
品
の
世
界
』
展
図
録
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
一
一
年
）、
小
野

佳
代
「
2 

0 

2 

0
年
度
・
尾
張
地
方
の
仏
像
調
査
報
告
―
一
宮
・
薬
師
寺
の
本
尊
薬

師
如
来
坐
像
と
胎
内
仏
の
紹
介
―
」（『
共
生
文
化
研
究
』
六
、二
〇
二
一
年
）。

註
2	

拙
稿
「
小
仏
像
の
像
内
納
入
に
つ
い
て
」（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究

〈
C
〉
研
究
成
果
報
告
書
〈
研
究
代
表
者
佐
々
木
守
俊
〉『
仏
像
の
聖
性
を
保
証
す

る
像
内
納
入
品
の
機
能
に
関
す
る
研
究
』
二
〇
二
〇
年
）。

註
3	

西
口
順
子
「
承
元
二
年
多
武
峰
大
織
冠
像
焼
失
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
西
智
海
先
生

還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
仏
教
と
人
間
　
中
西
智
海
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
』

永
田
文
昌
堂
、一
九
九
四
年
。『
平
安
時
代
の
寺
院
と
民
衆
』
法
蔵
館
、二
〇
〇
四
年
、

所
収
）、
註
2
拙
稿
。

註
4	

山
本
勉
「
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
　
吉
祥
寺
（
井
上
自
治
会
）」（
水
野
敬
三
郎
編
『
日

本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
　
鎌
倉
時
代
　
造
像
銘
記
篇
』〈
以
下
『
鎌
倉
時
代
造
像

銘
記
篇
』〉
一
四
、二
〇
一
八
年
）。

註
5	

拙
稿
「
三
宝
院
定
海
の
吉
祥
天
造
像
」（
河
野
元
昭
先
生
退
官
記
念
論
文
集
編
集
委

員
会
編
『
美
術
史
家
、大
い
に
笑
う
―
河
野
元
昭
先
生
の
た
め
の
日
本
美
術
史
論
集
』

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
六
年
。『
平
安
仏
教
彫
刻
史
に
み
る
中
国
憧
憬
』
中
央
公
論

美
術
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
所
収
）。

註
6	

大
河
内
智
之
「
歓
喜
寺
地
蔵
菩
薩
坐
像
（
胎
内
仏
）
に
つ
い
て
」（『
和
歌
山
県
立

博
物
館
研
究
紀
要
』
一
七
、二
〇
一
一
年
）。

註
7	
註
6
大
河
内
氏
論
文
。

註
8	
註
2
拙
稿
。

註
9	

「
三
十
八
　
隋
の
京
師
日
厳
寺
の
瑞
石
影
像
の
由
来
」（
肥
田
路
美
編
『
美
術
史
料

と
し
て
読
む
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
―
釈
読
と
研
究
―
』
一
〇
、
早
稲
田
大
学
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大
学
院
東
洋
美
術
史
、
二
〇
一
七
年
）。
日
厳
寺
の
研
究
史
は
同
釈
読
の
註
「（
23
）

日
厳
寺
」（
大
島
幸
代
氏
執
筆
）
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

註
10	
熊
谷
麻
実
「（
31
）
仏
像
の
頭
頂
に
奉
安
」（
註
9
「
三
十
八
　
隋
の
京
師
日
厳
寺

の
瑞
石
影
像
の
由
来
」）。

註
11	

稲
葉
秀
朗
「
隋
日
厳
寺
瑞
石
影
像
考
―
そ
の
か
た
ち
の
検
討
と
転
輪
聖
王
」（
註
9

肥
田
氏
編
書
）。

註
12	

西
林
寺
像
へ
の
石
影
像
安
置
の
ほ
か
、
常
謹
（
生
没
年
不
詳
）『
地
蔵
菩
薩
応
現

記
』
所
収
「
唐
簡
州
鄧
侍
良
家
杖
頭
地
蔵
感
応
記
第
十
」
に
は
、
放
光
の
奇
瑞
を

し
め
し
た
地
蔵
菩
薩
の
「
五
寸
像
」
の
た
め
に
「
等
身
像
」
を
造
り
、
五
寸
像
を

納
入
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
梅
津
次
郎
「
常
謹
撰
「
地
蔵
菩
薩
応
験
記
」」（『
大

和
文
化
研
究
』
一
〇
〇
、
一
九
六
六
年
。『
絵
巻
物
叢
考
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
六
八
年
、
所
収
）。

註
13	

根
立
研
介
「
阿
弥
陀
如
来
像
　
清
水
寺
」（『
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
』
五
、

二
〇
〇
七
年
）。

註
14	

註
1
奥
氏
論
文
。

註
1	

註
2
拙
稿
、「
法
隆
寺
聖
霊
院
聖
徳
太
子
及
び
侍
者
坐
像
と
像
内
納
入
品
」（
板
倉

聖
哲
・
髙
岸
輝
編
『
日
本
美
術
の
つ
く
ら
れ
方
―
佐
藤
康
宏
先
生
の
退
職
に
よ
せ
て
』

羽
鳥
書
店
、
二
〇
二
〇
年
）。

註
16	

『
大
正
蔵
経
』
一
四
―
四
八
〇
c
。

註
17	

山
本
勉
「
運
慶
の
軌
跡
」（
山
本
勉
監
修
『
運
慶
大
全
』
小
学
館
、
二
〇
一
七
年
）、

拙
稿
「
鎌
倉
時
代
の
院
政
と
宗
教
美
術
」（
増
記
隆
介
・
皿
井
舞
・
佐
々
木
守
俊
『
天

皇
の
美
術
史
』
一
　
古
代
国
家
と
仏
教
美
術
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）。

註
18	

瀨
谷
貴
之
「
文
殊
菩
薩
坐
像
（
文
殊
五
尊
像
の
う
ち
、
像
内
納
入
品
）」（
註
1
神

奈
川
県
立
金
沢
文
庫
図
録
）。

註
19	

山
口
隆
介
「
X
線
C 

T
ス
キ
ャ
ン
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
像
内
納
入
品
に
関
す
る

知
見
」（『
文
殊
菩
薩
騎
獅
像
（
京
都
・
大
智
寺
所
蔵
）
の
X
線
C 

T
ス
キ
ャ
ン
調
査
』

奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
二
〇
年
）。

註
20	

宇
代
貴
文
「
護
法
童
子
立
像
及
び
像
内
納
入
品
」（
東
京
国
立
博
物
館
・
九
州
国
立

博
物
館
・
京
都
国
立
博
物
館
・
読
売
新
聞
社
編
『
伝
教
大
師
一
二
〇
〇
年
大
遠
忌

記
念
　
特
別
展
　
最
澄
と
天
台
宗
の
す
べ
て
』
図
録
、読
売
新
聞
社
、二
〇
二
一
年
）。

註
21	

山
口
隆
介
「
聖
徳
太
子
像
の
造
像
と
救
世
観
音
」（
奈
良
国
立
博
物
館
・
東
京
国
立

博
物
館
・
読
売
新
聞
社
・
N 

H 

K
・
N 

H 

K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
編
『
聖
徳
太
子
と
法

隆
寺
』
展
図
録
、読
売
新
聞
社
・
N 

H 

K
・
N 

H 

K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、二
〇
二
一
年
）。

註
22	

水
野
敬
三
郎
「
地
蔵
菩
薩
像
　
福
智
院
」（『
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
』
七
、

二
〇
〇
九
年
）。

註
23	

『
大
正
蔵
経
』
三
九
―
六
九
六
a
。『
大
日
経
疏
』
に
お
け
る
「
円
明
」
の
用
例
は
、

北
尾
隆
心
「「
円
明
」
に
つ
い
て
」（
真
鍋
俊
照
編
著
『
仏
教
美
術
と
歴
史
文
化
』

法
蔵
館
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

註
24	

拙
稿
「
月
輪
の
像
内
納
入
に
つ
い
て
」（『
仏
教
芸
術
』
六
、二
〇
二
一
年
）。

註
25	

「
真
見
仏
」
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
（
六
〇
二
～
六
六
四
）
訳
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

に
「
若
以
此
等
真
如
之
相
、
観
於
如
来
名
真
見
仏
」（『
大
正
蔵
経
』
七
―
九
六
四

b
）
と
あ
る
こ
と
も
参
考
に
な
ろ
う
。

註
26	

伊
東
史
朗
「
毘
沙
門
天
立
像
（
胎
内
仏
）」（
伊
東
史
朗
責
任
編
集
『
日
本
美
術
全
集
』

四
　
密
教
寺
院
か
ら
平
等
院
へ
、
小
学
館
、
二
〇
一
四
年
）。

註
27	

根
立
研
介
「
大
黒
天
像
　
西
大
寺
」（『
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
』
七
、二
〇
〇
九
年
）、

註
1
瀨
谷
氏
論
文
。

註
28	

瀨
谷
貴
之
「
大
黒
天
像
」（
註
1
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
図
録
）。

註
29	

奥
健
夫
「
大
日
如
来
像
　
宝
満
寺
」（『
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
』
一
五
、二
〇
一
九

年
）。

註
30	

心
月
輪
の
研
究
史
は
註
24
拙
稿
を
参
照
。

註
31	

横
川
耕
介
「
甚
目
寺
愛
染
明
王
坐
像
調
査
報
告
書
」（『
調
査
報
告
　
重
要
文
化
財

　
甚
目
寺
愛
染
明
王
坐
像
』
甚
目
寺
観
音
、
二
〇
一
二
年
）。

註
32	

見
田
隆
鑑
「
愛
染
明
王
の
像
内
納
入
品
と
像
内
の
荘
厳
に
つ
い
て
」（
註
31
甚
目
寺

編
書
）。

註
33	

山
岸
公
基
「
甚
目
寺
愛
染
明
王
坐
像
と
そ
の
造
像
環
境
」（
註
31
甚
目
寺
編
書
）。

註
34	

註
32
見
田
氏
論
文
。

註
35	
西
川
新
次
「
胎
内
仏
」（『
国
史
大
辞
典
』
八
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
は
、

胎
内
仏
納
入
の
目
的
を
「
造
像
の
志
趣
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
願
意
を
確
か
な
も

の
に
し
た
り
、
像
に
固
有
の
性
格
を
付
与
す
る
」
と
し
た
う
え
で
、
本
像
の
胎
内

仏
に
ふ
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
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註
36	

岩
田
茂
樹
「
地
蔵
菩
薩
像
　
伝
香
寺
」（『
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
』
四
、二
〇
〇
六

年
）。

註
37	
杉

山

二

郎
「

伝

香

寺

裸

形

地

蔵

菩

薩

像

に

つ

い

て

」（『M
U

SEU
M

』

一
六
七
、一
九
六
五
年
。『
日
本
彫
刻
史
研
究
法
』
東
京
美
術
、一
九
九
一
年
、所
収
）、

註
35
西
川
氏
解
説
、註
36
岩
田
氏
論
考
。
十
一
面
像
が
「
仏
宝
」
で
は
な
く
「
僧
宝
」

に
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
菩
薩
が
い
ま
だ
修
行
の
階
梯
に
あ
る
こ
と
を
僧
侶
と

同
一
視
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

註
38	

奥
健
夫
「
源
信
造
立
の
地
蔵
菩
薩
像
に
関
す
る
新
史
料
」（『
仏
教
芸
術
』

二
六
九
、
二
〇
〇
三
年
。
増
補
の
う
え
「「
五
境
の
良
薬
」
を
納
め
る
地
蔵
菩
薩
像

と
そ
の
周
辺
」
と
改
題
、
註
１
同
氏
著
、
所
収
）、
根
立
研
介
・
奥
健
夫
「
地
蔵
菩

薩
像
　
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
」（『
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
』
六
、二
〇
〇
八
年
）。

註
39	

奥
健
夫
「
地
蔵
菩
薩
像
　
寂
光
院
」（『
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
』
四
、二
〇
〇
六
年
）。

註
40	

像
内
の
小
像
は
板
状
で
、
X
線
撮
影
に
よ
り
存
在
が
判
明
す
る
。
岩
田
茂
樹
「
地

蔵
菩
薩
像
　
長
命
寺
」（『
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
』
七
、二
〇
〇
九
年
）。

註
41	

皿
井
舞
「
京
都
・
神
光
院
蔵
　
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
」（『
美
術
研
究
』
四
〇
八
、 

二
〇
一
三
年
）。

註
42	

拙
稿
「
地
蔵
菩
薩
立
像
胎
内
納
入
品
」（『
救
い
の
ほ
と
け
―
観
音
と
地
蔵
の
美
術
―
』

展
図
録
、
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
）。

註
43	

岩
田
茂
樹
「
馬
頭
観
音
菩
薩
像
　
浄
瑠
璃
寺
」（『
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
』
五
、

二
〇
〇
七
年
）
は
、
像
内
の
馬
頭
観
音
小
像
お
よ
び
馬
頭
観
音
像
残
欠
を
平
安
時

代
後
期
（
十
二
世
紀
）
の
も
の
と
み
て
お
り
、「
現
像
は
破
損
し
た
古
像
の
再
興
像

で
あ
る
可
能
性
」
を
指
摘
す
る
。

註
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豊
田
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無
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（
水
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能
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い
て
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研

究
紀
要
』
三
二
、
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
）。
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On placing newly made Buddha statues inside the other

SASAKI  Moritoshi

Abstract
　　There are many known examples of old Buddha statues with spiritual value being placed 
inside the other. However, the Buddha statues (tainaibutsu) that are stored are sometimes newly 
made. The purpose of this paper is to examine the significance of placing newly made Buddha stat-
ues inside the other. 
　　Standing Kichijoten (Skt.Śrī-Mahādevī) in Kichijoji temple and Seated Jizo Bosatsu (Skt. 
Ks. itigarbha) in Kangiji temple are examples of new statues placed inside. In this case, it is possible 
that existing old statues were used to protect the smaller ones. However, in the case of Standing 
Amida Nyorai (Skt. Amitābha) in Seisuiji temple, it is certain that the inner and outer statues were 
made at the same time. The main subject is not the small statue made of bronze inside, but the outer 
wooden statue. A similar case is the golden statue, which was described in Gyokuzui and orderd to 
Michiie Kujo by Sonsho. Referring to the theory of Bussetsu Monjushirihatsu Nehankyo, in these 
examples, it must have been recognized that the small statue inside another one was the genuine 
existence.The most symbolic example of placing a genuine existence inside a Buddha statue is the 
work in which the statue is identified with a Shingachirin (the soul of Buddha). Examples such as 
the Daikokuten (Skt. Mahākāla) in Saidaiji temple fall under this case. 
　　On the other hand, the purpose of placing statues inside some statues, such as Jizo Bosatsu in 
Denkoji temple, cannot be immediately determined. These cases seem to express a certain special 
meaning by combining the inner images and the outer image. According to the Hokkesanji Engi, 
Keisei made the statue of Dainichi Nyorai (Skt. Mahāvairocana) and nine small statues from the 
same timber, and nine small statues were placed inside the statue of Dainichi Nyorai. In this case, it 
is thought that the combination of the Dainichi Nyorai statue and the nine statues inside has no spe-
cific meaning.
　　It is also known that the large number of small identical statues were placed inside the other. 
Based on Jizo Bosatsu Hongankyo, the “Sentai Jizo” (One thousand Jizo) such as standing Jizo Bo-
satsu in Jakkoin temple and small statues placed in it is considered to represent the scene in which 
the many alter egos of the Jizo who spread all over the world gather together and return to one 
body.
　　The production of two Buddha statues at the same time, one inside the other, means that the 
adoption of an internal and external dual structure was planned from the beginning. It is presumed 
that the double structure guarantees the spirituality of the Buddha statue.




